
外来種ヤンバルトサカヤスデの生態と大発生―キシャヤスデの生態との対比

を中心にー 

 

１藤山 静雄・１石田剛之・２Shailendra Kumar Shah2 

１信州大学理学部・２信州大学アソシエイト研究員 

 

Ecology of  imigrated diplopoda, Chamberlinius hualienensis with special reference to that of 

Parafontaria laminata armigera 
 

Shizuo Fujiyama
1
, Takayuki Ishida

1
 & Shailendra Kumar Shah

2
 

1
Faculty of  Science, Shinshu University &  

2
Associate researcher of Shinshu University 

 

はじめに 

 

ヤンバルトサカヤスデ Chamberlinius hualie- 

nensis （以後ヤンバルと略称；写真１）は外来種で，

今日各地で大発生して問題になっている．台湾が原

産で Wang(1956)により記載されている． 

1983 年の秋に沖縄中部で大発生して問題となり

（比嘉・岸本，1987），日本への侵入が確認された．

その後沖縄本島内で最初は飛び地状に分布が広がっ

た(比嘉・岸本，1989)が，1989 年にはほぼ全島に広

がった（比嘉・岸本，1991）．その後，1991 年には

奄美諸島の徳之島（石田ら，1992），1992 年には奄

美大島(山口ら，2000)と北上し，1995 年に初めて，

本土，徳島で生息が確認された（田辺・林，1996）．

1999 年に九州鹿児島県内で大発生が問題になり(有

馬ら, 2001)，本土に本格的に侵入したことが確認さ

れた．その後，鹿児島では大発生が続き，列車が停

止する等の事態が何度か発生した（新島・有村，

2002）．侵入した各地で秋に大発生が話題となり，

ほぼ毎年マスコミに取り上げられるほど，不快害虫

として市民の関心が高く，常に話題となっている． 

＊今日では“生活環”というべきところを“生活

史”の用語が一般に用いられるので，本文でもそ

れにならい“生活史”を主に用いた． 

 本種は本土では熱帯起源でまだ分布域がほぼ暖地

の一部に限られているため，一般的な話題にはなっ

ていない．しかし，藤山（2009）が指摘したように，

弱い耐寒性であるにもかかわらず日本本土の 4 分の

１程度の地域には分布が拡大する可能性がある． 

 

写真 1ヤンバルトサカヤスデ．上♂，下♀． 

 

 写真２キシャヤスデ．♀． 

キーワード：外来種, 大発生, 生活史＊, 分布拡大 

Keywords: Chamberlinius hualienensis; outbreak; immigrated species; life cycle＊; train 

         millipedes 
 

（原著論文） 信州大学環境科学年報　34号（2012）
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これは国土面積から見れば，大きいとは言えないが，

その地域の居住人口比では全体の 60％以上になり，

簡単には見過ごすことはできない． 

本種はオビヤスデ目に属し，大発生することで有

名なキシャヤスデ(以後キシャと略称；写真 2)と同目

で同様に大発生し，見た目も比較的似ており共通点

が多い．そこで両者を対比しながらその生態等につ

いて論じ，その特徴を明確にしたい． 

 

本土内での分布と大発生 

熱帯起源であるので本土内での生息，分布拡大は

難しいと思われがちだが，すでに本土で鹿児島，高

知，徳島，静岡，神奈川，埼玉の６県への侵入が確

認されている．また，筆者（藤山，2009）の推定で

は今後さらに本土内で分布拡大が予想され，これま

で以上に大きな問題になる可能性が高い． 

本土では九州最南端の鹿児島県内で最初に大発生

し，侵入が問題になった．有馬ら(2001)によると，

1999 年に鹿児島県知覧町，頴娃町（現南九州市）で

異常発生が確認された．その後大発生が続くと共に，

発生地域は県内で広がった．新島・有村（2002）に

よると JR 指宿枕崎線で 1999 年秋，2000 年 10 月，

11月および 2010年 11月に大発生で電車が停止した

り，運行遅延がおきている．こうした大発生に対応

すべく，現在も鹿児島市(2012)，指宿市(2012)，南

九州市（2011）等ではホームページで市民に大発生

対策を呼びかけている．こうした現象は，鹿児島県

内の奄美大島(山口ら，2000)，徳之島（石田ら，1992），

2002 年に屋久島でも侵入が確認され，それ以降ここ

でも大問題になっている． 

 四国では前述の田辺・林（1996）により，徳島県

で 1995 年に分布していることが報告された．また，

高知県では，2008 年以前に生息が確認されており

(西山ら，2008)，2009 年 10 月，南国市で大発生し

問題となった．その後も大発生は続いているようだ． 

神奈川県葉山町で 2003年に異常発生が見られ（新

島ら，2005）その後，隣の横須賀市にも分布は拡大

している．東京都の八丈島では 2002 年に侵入が確

認されて以来，ほとんど毎年多発生が問題になり，

2011 年 11 月にも大発生したことが報告されており

（南海タイムス，2011），町をあげて対策に取り組

んでいる（八丈町，2012）． 

本州で一番広がりつつあるのが，静岡県である．

神谷・飯田（2011）によると 2002 年ころから静岡

市駿河区用宗地区で発生が始まり，その後，同市同

区日本平地区，最近では県東部の伊豆半島や西部の

浜松市でも生息が確認されているという．そして，

ここではみかんやお茶の落葉を好んで食べていると

いう．地域に応じた食性の拡大が見られる． 

2009 年秋に筆者らが調査した静岡市用宗地区は，

みかん山（写真 3）で大発生した直後で，周辺の民

家に成体がおしよせ（写真 4），被害が問題になって

いた．その後，筆者らは毎年調査を行っているが，

高密度の状態（写真 5）が続いている．最初に県内

への侵入が確認された用宗地区では，発生確認後，

ほぼ毎年，異常発生が見られ発生地周辺の民家で被

害が問題になっている． 

 なお，近年の各地の大発生状況はインターネット

でその実情をご覧頂きたい． 

 

写真３ 静岡市用宗地区でヤンバルトサカヤスデが大 

発生したみかん山（2009 年 10 月末）． 

 

写真４ 静岡市用宗地区で大発生したヤンバルトサカ 

ヤスデの住宅地庭での残骸（2009 年 10 月末）． 

 

写真 5 静岡市用宗地区で大発生したみかん畑内の 

ヤンバルトサカヤスデ（2012 年 3 月）． 

 

各地での生活史の比較 

 図１に沖縄，鹿児島，静岡での生活史を示す．比

嘉ら(1992)によれば，沖縄では 8 月後半から成体が

出現し，間もなくこれら地上に現れた成体の移動
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図１ヤンバルトサカヤスデの生活史の地域間比較． 上段は沖縄地方，中断は鹿児島地方， 

下段は静岡地方での生活史（一部推定を含む）．卵：○；小形幼虫（1-3 齢）：－；大形幼虫（4-6 

齢）通常期：＝（同移動期：≡）；亜成体（７齢）通常期：△（同移動期：▲）；成虫通常期：□（同 

動期：■）．沖縄，鹿児島での生活史は順に比嘉ら（1992），有馬ら(2001)より筆者作成． 
 

分散（群遊と呼ばれる）が見られる．この移動分散

をする個体には成体だけでなく亜成体も含まれてい

る．秋季の成体を中心とする移動分散は，10 月から

12 月前半まで見られるという．成体は，この始まり

から 1ヵ月余り後の 10月に産卵が始まるが，3月ま

で見られるという．生まれた卵は 1 週間程度で孵る．

1 齢幼虫は 1 ヶ月弱で４齢まで達し，続いて 5，6 齢

があらわれる．そして 5 月後半から亜成体が発生す

る．5 齢以降では地上へ出て移動分散することが知

られている．それらの移動分散も大規模であること

が多く，4-6 月に見られるという（比嘉ら，1992）．

その後 8 月後半に成体となる．この沖縄での発生経

過に対し，鹿児島では成体の発生は沖縄より 1 ヶ月

程遅れて 9 月下旬，静岡でも同時期となっている．

それ以降の発生経過は卵，若齢幼虫，老齢幼虫，亜

成体の出現時期については，有村ら（2001）が述べ

たように，発生時期が 2 ヶ月程度遅れている．こう

した遅れは緯度の増加による有効温量の減少の効果

によると考えられる．ところが，成体の発生の開始

期はこの 3 地点で沖縄，鹿児島，静岡と順に 8 月後

半，9 月後半，同左となっており，その差は 1 か月

と短くなっている．そして，沖縄がやや早いが，晩

秋から冬季，早春にかけて産卵が行われている． 

 ところで，三つの地域の 2010年度の年平均気温は

気象庁（2012a）によると順に，23.1℃，18.9℃，17.2℃

で静岡は沖縄，鹿児島に比べ順に 5.9℃，1.7℃低く，

静岡の有効温量は前 2 者のそれに比べかなり少ない．

その結果，卵から亜成体までの 3地域の発生経過は，

大きく異なる．しかし，静岡ではこの経過の遅れに

もかかわらず，年 1 世代が同様に維持されている．

ここで特に注目されるのは，成虫の発生開始時期の

地域間の差が他の発育段階のそれより非常に小さい

ことである．これは成虫の発生開始期を中心に生活

環の調節メカニズムが存在する可能性を示唆する．  

これは石田・藤山（2010）が示唆したように，日長

または，温度によりこの時期を中心に生活環が制御

されているのかもしれない． 

 ただし，成虫発生開始期も 1 ヶ月の差が有り完全

に同調してはいないので，有効積算温度法則による

支配も否定しきれない．いずれであるのかを明らか

にすることは重要な研究課題である． 

 なぜなら，どちらであるかにより，今後の分布拡大

の仕方が大きく変わると予想されるからだ．前者な

ら分布拡大の最も重要な制限要因の冬季の低温に対

して耐性のある発育段階で越冬するように早期に生

活環が調節されると考えられる．逆に，後者ならば

，越冬の発育段階はその年の気温により，また年次

的な温暖化によりかなり大きく変動し続けるだろう

．その結果，分布北限は冬季の気温の高低により伸

縮し続けるだろう．現在の3地域でこの生活史からは

まだ完全にどちらと断定することはできない． 

 

ヤンバルトサカヤスデとキシャヤスデの生態，生理・行動

の比較 

 ヤンバルはキシャより若干小さいが，ほぼ同じ大

きさで，いずれもオビヤスデ目 Polydesmida に属し，

姉妹科ヤケヤスデ科 Paradoxomatidae，ババヤスデ

科 Xystodesmidae の種であるので外見だけでなく，

 ○　　○  ○　　○  ○　　○  ○　　○  ○　　○

  -    -  -     -   -    -  -     -         -  -     -
沖縄   =    =   =    =   =    =  =     =  =     =  =     =   =    =   =     =     =

 △　　▲  ▲　　▲  ▲　　▲  ▲　　▲  △　　△  ▲　　▲
 □　　□  □　　□  □　　□  □　　□     　　□  □　　□ ■　　 ■ ■　　■ ■　　■

 　　　○  ○　　○  ○　　○  ○　　○  ○　　○

 -     -  -     -  -     -     -     -  -     
鹿児島  =     =  =     =  =     =  =     =  =     =

 △　　△  △　　△  　 　　△  ▲　　▲  ▲　　▲  ▲　　▲ ▲　　　▲ ▲　　　△
 □　　□  □　　□  □　　□ 　　　　□ ■　　　■ ■　　　■ ■　　　□

    　　  　　　○  ○　　○  ○　　○  ○　　○

                 -     -  -     -  -     -   -    -
静岡  =     =   =    =  =     =  =     =  =     =

 △　　△  ▲　　▲  ▲　　▲
 □　　□  □　　□  □　　□ □　　■ ■　　□     　　□  ■　　■　■　　　■  □　　□

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月
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発生，形態の面で大変良く似ている（写真 1 ｰ 2）．

そして話題になるほど大発生し，大規模な移動・分

散が見られる点でも共通している．   

 表 1 に両者の生態，生理・行動を比較した結果を

まとめた．これより成体は比較的寿命が長くいずれ

も数ヶ月以上生存する．その間，成体は卵塊で産卵

する．1 卵塊が 300-600 程の卵数で，生涯産卵塊数

は普通１，多くて 2 程度である．ヤンバルでは 1 卵

塊卵数は分かっているが，生涯産卵塊数は正確には

分かっていないが，比嘉ら（1992）の産卵調査では

100ペアが 4ヶ月で 70卵塊産卵したと述べているこ

とから，キシャ同様に 1卵塊が基本であろう． 

 多数の個体が移動分散する現象は，成体だけでな

く，亜成体，幼虫でも見られる．比嘉ら（1992）に

よれば，ヤンバルでは 5，6 齢幼虫でも見られ，この

地上への出現は雨の多い年に見られ，生息場所が水

浸した等，土中環境が悪化したための“放散群遊”

だとされている．成体の地表徘徊の目的については，

キシャでは“集団お見合い”と解釈され（新島・篠

原，1988；森林総研:1996等），ヤンバルでもそれと

同義にとらえられ，生殖のための徘徊であるとの説

（比嘉ら 1992；等）が主な説となっている．これに

対して疑問（中村，1988）や否定的見解（吉田ら，

1985），移動分散説（藤山・平田，2009）が出されて

いる．その中で藤山・平田は，成体になって“群遊”

している個体は，地中で生活している個体よりも生

存率が低く，そうした個体はすぐには産卵しないこ

とから，移動分散のためのものだと主張した．筆者

らは“生殖のための集団見合い”と見るよりも，移

動分散のための行動と考える方が適切だと考える．

このことはヤンバルでも言えるだろう．確かに，ヤ

ンバルの場合，“成虫の群遊”で交尾個体が見られる

が，それは結果であり，亜成体も多くそれが目的と

は考え難い．何故なら，藤川・吉田（1999；2005）

が指摘したように，“群遊”個体は摂食活動が非常に

盛んな個体であり，キシャでは雄の精巣が未発達で

ある．餌条件が悪くなるとより多くの個体が地上部

に出現すること，さらにいずれの成長段階の群遊個

体も，有色で，他の発育段階がほぼ白色であるであ

ることから，発生学的にほぼ組み込まれた地上出現

であると考えられる．その外に発生と関連した可能

性として，地上出現期前後で豊田・金子（2004）が

示唆したように食性変化が生じている可能性も十分

ある．これらの点については今後も更に検討が必要

であるが，以上を総合判断して前述のように移動分

散行動の行動と筆者らは考える． 

 世代時間はヤンバルが 1 年なのに対しキシャは 8

年と大きく違う．この原因としては，分布域の温度

の違う，すなわち有効温量の違いが反映されている

と考えられる．ヤンバルの分布域は熱帯，亜熱帯で

あるのに対し，キシャは温帯から亜寒帯に分布して

おり，単位時間当たりの利用可能な温量がキシャで

少ないので世代時間が長くなる．また，キシャでは

各齢に休眠が存在し（藤山・吉田, 1984；Fujiyama, 

1996），齢期間が 1年と長くなり寒冷への適応である

ことが知られている（Fujiyama, 1996）．一方，ヨー

ロッパのオビヤスデ科の一種 Polydesmus angustus

で も 休 眠 の 存 在 が 明 ら か で あ る （ David 

etal.,1999）．また，ヤンバルでも光周性による産卵

誘起が示唆されている（石田・藤山，2010）ので休

眠が存在する可能性が十分ある．  

 キシャは寒冷への適応として 1 世代が長く，ヤン

バルは逆に短く，成長スピードが非常に速い．その

増殖率は桁違い大きい．この内的増殖率の大きな差

にもかかわらず，両者とも大発生する点が興味深い． 

 もう一つの大きな違いは生息場所だ．ヤンバルが

里地，里山で畑周辺の野山を主な生息場所としてい

るのに対し，キシャは山岳地域の森林内を主な生息

場所とする．その餌は，ヤンバルが里地，里山の各

種腐植や落葉なのに対し，キシャは針葉樹や落葉樹

の落葉である．ヤンバルは餌資源として利用者の比

較的多い広葉や草本の葉等を主に利用し他の土壌動

物と餌をめぐり強い競争があると思われる．これに

対しキシャが主な餌資源とする針葉樹の葉は，難分

解性で餌をめぐり競争関係にある種は少ないと考え

られる．すなわち，ヤンバルは競争的環境下の優占

種として大発生しているのに対し，キシャは未利用

で豊富な餌資源を何年も蓄積させ大量にし，それを

ゆっくりした成長スピードで育つことでほぼ１度に

利用して大発生を実現していると考えられる．すな

わち，前者は，競争環境下での勝者，後者は未利用

な餌資源を利用できるように進化したスペシャリスト

として大発生している．こう考えると，大発生を導くメカ

ニズムは大きく異なっていると言える． 

 これと関連して大発生時の行動についてみると，ヤスデ

類は節足動物の中では一般に動きはのろいが，それでもヤ

ンバルはキシャよりは動きは機敏である．どちらも擬死を

し，その際，丸まり塊になって見える（写真５参照）

が，丸まる力はヤンバルの方が強い．また，彼らは

その動きにメリハリがあり，素早い．両者を同一容 
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表 1 キシャヤスデとヤンバルトサカヤスデの共通点と相違点＊ 

事項 キシャヤスデ ヤンバルトサカヤスデ 

共通点 生態 
  

生活史 卵,幼虫期：７齢,８齢ー成体  卵,幼虫期：７齢,８齢ー成体 

産卵 卵塊（３00-600）産卵  卵塊（３00-600）産卵 

生殖 多数回交尾  多数回交尾 

食性 主に腐植食性  主に腐植食性 

天敵 

大発生 

天敵はほとんど見られない 

幼虫期；成体 

 天敵はほとんど見られない 

 幼虫期；成体 

    生理・行動 
  

大発生時の行動 群遊（地表を集団で移動分散）  群遊（地表を集団で移動分散） 

地上部での行動 夜間に活動  夜間に活動 

乾燥耐性 非常に弱い  非常に弱い 

防護物質 有り（悪臭）  悪臭(あり) 

擬死習性 有り  有り 

保護色 有り（肌色＝針葉樹落ち葉）  有り（土壌・腐植） 

   相違点 生態 
  

世代時間 ８年で１世代（低い増殖率）  年１世代（高い増殖率） 

各齢期の期間 原則 1年  1ヶ月以内（亜成体，成体を除く）． 

分布域 温帯から亜寒帯  熱帯から暖温帯 

生息地 

齢構成 

森林環境 

ぼぼ単一齢の個体のみ 

 里地，里山的環境 

 常に複数の齢個体が存在 

食性の幅 比較的狭い  かなり広い，適応力大？ 

        生理・行動 
  

活動適温 10-20℃  20-30℃ 

休眠の存在 各齢に存在する（卵期を除く）  休眠は未発見，ほとんどの齢でない 

環境適応 比較的狭い  かなり広い（適応力大） 

低温耐性 有り（０℃以下で数ヶ月以上）  無い（0℃で１週間以内） 

     防御物質の中身 

「ベンズアルデヒド，マンデロニト

リル，ベンゾイルシアナイド等

（Mori,et al,1995）」 

 「フェノール，クレゾール，グアイ 

 アルコール，安息香酸メチル，ベン 

 ズアセトアルデヒドジメチルアセタ 

 ール等」(新垣・平良，2001) 
＊形態に関しては両者ともオビヤスデ目に属し分類学上共通点が多いのでここでは記載しなかった． 
 

器内で飼育中，短期間容器を放置した際に両者が逃

げ出したが，ヤンバルはキシャよりもはるかに遠方

まで逃げていた．人目が離れた後の移動開始までの

時間はヤンバルの方が短く，逃げ足が速いことが分

った．このことは，ヤンバルの分布拡大が意外に早

く，それは侵入場所での定着によく成功できている

ためだと考えられるが，それにはこの擬死する性質

とメリハリの利いたすばやい物陰への逃避行動，が

大いに関係しているのだろう． 

 キシャは触れると強いシアン臭がするが，ヤンバ

ルはヨード，クレゾールなどの臭いがし大分異なる．

ヤンバルの臭いにより不快感を持つ人が多いだろう． 

 以上の結果よりヤンバルはキシャよりも食性が広

く，成長速度が速く，行動の機敏さ，また増殖力が

大きく，結果として競争力にすぐれて大変手ごわい．

したがって，ヤンバルの本土への侵入は続いて大発

生をもたらし，その生態系に与える影響は大きい予

想され，大変な脅威となる可能性が高い．そんな意

味でわれわれは，ヤンバルの分布拡大を阻止するた

めの防除対策を更に一層検討すべきであろう．  

 

生態と分布拡大に関連する問題点 

 本種の食性では，沖縄で知られる腐植物や落葉以

外に静岡では柑橘やお茶の落葉を食すという（神

谷・飯田，2011））．筆者らの飼育でカラマツ，スギ

等の針葉樹，クヌギ，ケヤキ等の広葉樹葉も摂食し

ている．これらは温帯の植物であり熱帯由来の本種

の本来の食性には含まれないだろう．本種が腐植食

性でかつ新落葉も食べることとも合わせて，新しい

餌環境への適応性の高さを示すと考えられる．今後

さらに食性が広がると予想される． 

 藤山（2009）はヤンバルの分布拡大の可能性を探 
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る低温耐性実験を行ない，３℃6 週間の処理，及び

0℃２週間処理で全個体が死滅することを示した．こ

れで低温耐性は低いと言えるが，その際３℃では約

2 週間処理で 4 割の個体が，０℃１週間でも４割の

個体が生きていた．この結果より日本南部への進出

は可能とした．これに関連した有馬ら（2001）の鹿

児島での本種の低温耐性調査の結果は，５℃の低温

処理 1 週間の開始日を 10 月中旬から 12 月末までず

らしていった場合，その生存率は 10 月末までは０％，

11 月末では 20％，12 月中旬で 38％，12 月下旬で

94％と上昇した．1 月の低温処理では生存率 100%

と予想される．これは実験前の自然温度が低下して

いく（有馬ら(2001)：採集時，鹿児島の平均気温：

10 月 16 日＝22.1℃；11 月 12 日＝16.3℃；12 月 10

日＝10.2℃）ことで，低温順化が進んだことを示す．

藤山の実験は静岡市採集時の気温（気象庁，2012b：

静岡の 11 月 15 日の平均気温平年値：13.9℃）下で

採集された個体を松本で 5 日間置いた（同，11 月

15-20 日の平均気温平年値の平均値：6.8℃前後）後，

低温処理している．以上から本種は順化の仕方によ

り更に低温耐性が増す可能性があると言える． 

これらの実験結果と 2008 年の気象庁資料をもと

に成虫の越冬可能地域が推定された（藤山，2009）．

この推定分布可能域は前述のように東京，横浜，大

阪，名古屋など，日本人の 60%以上が居住する地域

である．この都市部地域には餌となる腐植や腐葉土

などは少ないと思われがちだが，実際は自然公園，

ゴミや廃棄物の集積した場末地や排水路，側溝，河

川敷などがあり，有機物や腐植物は意外にも多い．

畑地的環境で増える本種は，都心部以外のこうした

場所では生息可能である．また，有機物の集積所は

その分解熱で周囲の地温より高いことがある．廃材

置き場，堆肥作成所，有機物を多用した都市近郊農

地などは本種の生息に注意を払う必要がある． 

 本種は乾燥に弱く地表の移動は 1 日以上は耐えら

れないと思われるので，能動的移動力は小さい．し

かし受動的移動は水中で浮くことができ水環境に比

較的長時間耐えられるので，側溝や川を通しての下

流への移動はかなり生じるだろう．この水を介して

の移動には十分注意し対策を立てる必要がある． 

 それ以外に人が関与した移動が大きい．特に，植

物体の移動時や土壌の運搬時にそれらに卵，幼虫，

成虫を付着させて移動してしまうケースが考えられ

る．亜成体や成虫は擬死習性が強く，死体と間違え

ないよう慎重な配慮が必要である．各種植物や建設

資材の運搬時には，車を十分に清掃，消毒するなど

本種の移動防止策を講じて欲しい．  

不快害虫としての影響は今後一層大きくなる可能

性が高いので警鐘を鳴らしておきたい． 

 

おわりに 

 

ヤンバルは外来種として，不快害虫として侵入地

域では大きな問題になっている．とくに本種の移動

分散による，家屋への侵入，交通機関への害は目立

つので最大限の注意を払って頂きたい．またこの高

密度状態は生態系への影響が非常に大きいので各地

への侵入には注意されたい． 

現代社会のように経済活動で物が非常に動く時代

にはこの虫の移動を完全に阻止することは困難なこ

とだろう．本種は，もともとは落葉食や腐植食性で

食性からは害虫ではない．本種への害は主に不快感

に基づくもので，われわれの努力でそれを抑えるこ

とは可能ではないだろうか．分解者として環境をき

れいにする働きをし，この点では益虫の役割を果た

している．東日本大震災で今問題になっているゴミ

や瓦礫の排除に本種を利用できないものかと考えた

りする．私は，長期的には，本種を排除するのでは

なく，大発生しないように他のヤスデ類と共存させ，

密度を低く下げることで，大群の移動分散は生じな

くさせられる，と考える．今後，この虫の密度を管

理することを含めた対策を検討したいと考えている． 
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